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前
回
は
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
タ
イ
プ

毎
の
人
事
管
理
の
特
徴

を
、
「
社
員
の
統
合
ス
タ

イ
ル
」
（
Ｖ
Ｂ
Ｐ
ス
タ
イ

ル
）
の
観
点
か
ら
紹
介
し

た
。
今
回
は
、
「
企
業
の

経
営
ス
タ
イ
ル
」
、
つ
ま

り
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
タ
イ
プ
が
変
わ

る
際
、
ど
う
人
事
管
理
が

変
わ
る
か
に
つ
い
て
、
例

を
用
い
て
説
明
す
る
。

　
ま
ず
、
企
業
内
熟
練
型

↓
体
育
会
系
型
↓
タ
レ
ン

ト
型
へ
と
進
む
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
先
行
ル
ー
ト
」

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

企
業
内
熟
練
型
か
ら
体

育
会
系
型
へ
の
移
行
に

は
、
国
内
中
心
に
事
業
展

開
し
て
い
た
企
業
が
海
外

展
開
を
進
め
る
、
既
存
事

業
が
行
き
詰
ま
り
、
継
続

的
な
研
究
開
発
や
事
業
開

発
が
重
要
に
な
る
ケ
ー
ス

等
が
当
て
は
ま
る
。
こ
れ

ら
の
場
合
に
重
要
に
な
る

の
が
理
念
と
プ
ロ
セ
ス
に

よ
る
人
材
統
合
の
強
化
で

あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
進
め
る
に
は
社
員
が
自

由
に
挑
戦
で
き
る
こ
と
が

必
要
だ
が
、
無
秩
序
に
挑

戦
が
行
わ
れ
て
は
、
最
終

成
果
に
つ
な
が
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
移
行
に
あ

た
っ
て
は
理
念
と
プ
ロ
セ

ス
で
社
員
を
統
合
す
る
傾

向
が
強
ま
る
。
さ
ら
に
、

経
営
成
果
に
対
す
る
貢
献

の
個
人
差
が
大
き
く
な
る

た
め
、
人
事
評
価
は
多
数

の
評
価
項
目
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
給
与
は
勤
続
昇
給

が
弱
ま
る
。
人
事
管
理
体

制
は
現
場
へ
の
分
権
化
が

大
き
く
進
み
、
人
事
部
員

は
属
性
（
性
別
、
国
籍
、

前
職
の
有
無
等
）
が
多
様

化
し
、
社
外
に
出
て
人
事

の
最
先
端
理
論
を
学
習
す

る
よ
う
に
な
る
。

　
体
育
会
系
型
↓
タ

レ
ン
ト
型
の
移
行
に

つ
い
て
は
、
日
本
人

駐
在
員
を
中
心
に
海

外
現
地
法
人
の
経
営

を
行
っ
て
い
た
が
、

現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

成
長
に
よ
り
、
現
地

で
の
商
品
開
発
や
現

地
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

営
業
が
重
要
に
な
る
等
の

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
場

合
の
人
材
統
合
ス
タ
イ
ル

は
、
人
材
が
多
様
に
な
る

た
め
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
統

合
を
や
や
弱
め
、
理
念
と

成
果
で
統
合
を
強
化
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。
と

く
に
多
様
な
人
材
を
活
用

す
る
に
は
理
念
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
人
事

部
員
も
理
念
浸
透
の
伝
道

者
と
し
て
の
役
割
が
強
く

求
め
ら
れ
る
。

　
次
に
、
企
業
内
熟
練
型

↓
マ
ニ
ュ
ア
ル
型
↓
タ
レ

ン
ト
型
へ
と
進
む
「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
先
行
ル
ー

ト
」
を
説
明
す
る
。

企
業
内
熟
練
型
の
国
内

小
売
業
が
、
コ
ス
ト
競
争

力
を
つ
け
る
た
め
に
パ
ー

ト
や
外
国
人
等
を
活
用
す

る
等
の
ケ
ー
ス
が
企
業
内

熟
練
型
↓
マ
ニ
ュ
ア
ル
型

の
移
行
で
あ
る
。
人
材
の

多
様
化
が
進
み
、
あ
う
ん

の
呼
吸
が
通
じ
な
く
な
る

た
め
、
人
材
統
合
ス
タ
イ

ル
は
理
念
・
プ
ロ
セ
ス
・

成
果
を
重
視
し
な
い
ス
タ

イ
ル
か
ら
全
て
の
要
素
を

も
っ
て
強
力
に
統
合
す
る

ス
タ
イ
ル
に
転
換
す
る
。

異
種
人
材
が
多
数
に
な
る

た
め
Ｏ
ｆｆ
―Ｊ
Ｔ
で
統
一
的

に
人
材
育
成
を
す
る
。
人

事
評
価
は
勤
続
の
重
要
度

が
低
下
す
る
代
わ
り
に
、

仕
事
・
能
力
・
成
果
と
い

っ
た
多
く
の
項
目
で
評
価

す
る
。
人
事
管
理
体
制
で

は
人
事
機
能
が
か
な
り
分

権
化
さ
れ
る
。
人
事
部
員

は
多
様
な
人
材
か
ら
構
成

さ
れ
、
社
内
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
型
人
材
か
ら
人
事
専

門
型
人
材
に
変
わ
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
型
↓
タ
レ

ン
ト
型
の
移
行
に
は
、
現

地
市
場
の
成
長
を
受
け
現

地
人
材
に
よ
る
革
新
的
な

開
発
が
必
要
と
な
っ
た
海

外
生
産
を
展
開
す
る
製
造

業
の
ケ
ー
ス
、あ
る
い
は
、

低
コ
ス
ト
の
売
り
場
展
開

に
限
界
が
生
じ
、
パ
ー
ト

等
と
も
協
力
し
て
商
品
開

発
等
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
が
必
要
と
な
る
小

売
業
の
ケ
ー
ス
等
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
た

め
の
統
合
ス
タ
イ
ル
は
プ

ロ
セ
ス
を
弱
く
し
成
果
に

よ
る
統
合
を
強
化
す
る
ス

タ
イ
ル
で
あ
る
。
人
事
部

員
は
理
念
浸
透
や
個
別
人

材
へ
の
配
慮
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
現
場
経
験

者
が
増
え
る
。

次
回
は
、
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
モ
デ

ル
等
を
活
用
し
て
、
ア
ジ

ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
諸
国
と

の
比
較
を
通
し
て
日
本
の

人
事
の
特
徴
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

（
Ｊ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
「
人
事
の

役
割
」
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）


